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はじめに 

本分冊では、近代が生み出した統合と矛盾が、二十世紀以降の世界をどのように

揺さぶり、再編していったのかを扱います。 

第四分冊では、市民革命、産業革命、国民国家、帝国主義を通して、近代世界の

基本構造を見てきました。近代は、王や身分に代わって市民・国民を政治の主体と

し、機械制工業によって生産力を高め、人々を国民として統合し、国家の力を飛躍

的に強めました。 

しかし、その統合は多くの矛盾を抱えていました。資本主義は豊かさを生む一方

で労働問題や格差を生み、国民国家は人々をまとめる一方で少数者や植民地の人々

を排除した。帝国主義は世界を結びつける一方で、支配と従属の関係を深めたので

す。 

第五分冊では、その矛盾が世界規模で爆発し、また新しい秩序へ組み替えられて

いく過程を見ていきます。 

本分冊で扱うのは、単なる「現代史」ではなく、これまで見てきた世界史の構造

が、二十世紀以降にどのように破裂し、組み替えられ、現代へつながったのかです。 

 

〇本分冊の見取り図 

本分冊では、次の流れで二十世紀以降の世界をたどります。 

 総力戦の時代 

 革命と社会主義 

 第二次世界大戦と全体主義 

 冷戦構造と二極秩序 

 脱植民地化と第三世界 

 グローバル化と現代世界 

すなわち、 

国民国家の総動員 → 資本主義への対抗 → 全体主義と世界戦争 → 二極秩序
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の形成 → 植民地秩序の解体 → 地球規模の再接続 

という流れです。 

この流れを一文でまとめるなら、次のようになるでしょう。 

二十世紀以降の世界は、近代が生み出した国家・資本・帝国・国民の矛盾を、戦

争・革命・冷戦・脱植民地化・グローバル化を通じて再編してきた。 

 

本分冊の使い方 

本分冊でも、学習の基本は同じです。 

1. 各設問に対して、まず自分の言葉で答案を書く。 

2. 模範解答と別解例を読み、構造の捉え方を確認する。 

3. 教科書ナビを手がかりに、具体的な事件・人物・制度を補う。 

4. 章末の派生問いを通じて、現代社会とのつながりを考える。 

この分冊で特に意識したいのは、次の三点です。 

第一に、戦争を単なる外交事件としてではなく、国家・産業・国民動員の問題と

して見ること。 

 第二に、革命や脱植民地化を、抑圧された人々が新しい統合原理を求めた動きと

して見ること。 

 第三に、グローバル化を、世界が単に一つになる過程ではなく、新たな格差や環

境問題も生み出す過程として見ること。 

二十世紀以降の世界は、出来事が多く、地域も広く、覚えるべき固有名詞も多い

です。しかし、その背後には大きな問いがあります。 

 国家はどこまで人々を動員できるのか。 

 資本主義に対する別の道は可能だったのか。 

 帝国主義の支配は、本当に終わったのか。 

 世界がつながることは、必ず人々を自由にするのか。 

 現代の問題は、過去のどの構造から生まれているのか。 
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本分冊では、これらの問いを通して、現代世界を歴史の⾧い流れの中で捉えてい

きます。 

 

第五分冊の章構成 

第 20 章 総力戦の時代 

第 21 章 革命と社会主義 

第 22 章 第二次世界大戦と全体主義 

第 23 章 冷戦構造と二極秩序 

第 24 章 脱植民地化と第三世界 

第 25 章 グローバル化と現代世界 
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 ൐൑൒൓ 第 20 章 総力戦の時代 

 

 ᇤᇥᇦᇧᇨ 中心問い 

なぜ近代国家は、社会全体を戦争へ動員するようになったのか。 

 

◆ 問 1 

総力戦とは何か説明せよ。 

【国民 産業 社会】 
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模範解答 

総力戦とは、軍隊だけでなく、国民・産業・財政・科学技術・情報宣伝など社会全

体を戦争遂行のために動員する戦争形態である。近代国家は徴兵制や戦時経済を通

じて人々の労働や生活を統制し、戦争は前線だけでなく社会全体の問題となった。 

 

別解例① 

総力戦とは、兵士同士の戦闘にとどまらず、国家の経済力、工業力、人口、技術、

世論を総動員して行われる戦争である。国民は兵士・労働者・納税者・支持者とし

て戦争に組み込まれ、戦場と銃後の区別が曖昧になった。 

 

別解例② 

総力戦は、国家が社会のあらゆる資源を戦争目的へ集中させる戦争である。大量兵

器の生産、徴兵、食料統制、宣伝、女性労働などを通じて、戦争は軍事だけでなく、

政治・経済・社会全体を巻き込むものとなった。 
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◆ 問 2 

第一次世界大戦が総力戦となった理由を説明せよ。 

【⾧期戦 兵員 兵器 調達】 
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模範解答 

第一次世界大戦では、列強が工業力と植民地を背景に⾧期戦を展開し、兵器・物資・

兵員を大量に必要とした。機関銃・大砲・毒ガスなどの近代兵器は戦争を消耗戦に

し、国家は徴兵制、軍需生産、財政動員を通じて社会全体を戦争へ組み込んだ。 

 

別解例① 

第一次世界大戦は、国民国家と帝国主義列強が衝突した戦争であり、短期決戦では

終わらなかった。塹壕戦と近代兵器により膨大な物資と兵力が必要となり、各国は

国民・産業・財政を総動員して戦争を継続した。 

 

別解例② 

工業化した列強同士の戦争であったため、第一次世界大戦では兵士だけでなく、兵

器生産や食料供給、輸送、財政調達が勝敗を左右した。戦争が⾧期化する中で、国

家は国民生活を統制し、社会全体を戦争遂行体制へ変えた。 
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◆ 問 3 

総力戦は国家と社会の関係をどのように変えたか説明せよ。 

【管理 徴兵 統制】 
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模範解答 

総力戦は、国家が国民生活へ深く介入する契機となった。政府は徴兵、配給、価格

統制、軍需生産、宣伝を通じて社会を管理し、国民は戦争協力を義務づけられた。

その結果、近代国家は単なる統治機構ではなく、社会全体を組織し動員する存在と

なった。 

 

別解例① 

総力戦では、国家は前線の兵士だけでなく、工場労働者、農民、女性、子どもを含

む社会全体を戦争の一部として把握した。経済統制や宣伝が広がり、国家は人々の

日常生活まで管理する力を強めた。 

 

別解例② 

戦争遂行には兵士だけでなく、兵器生産、食料供給、資金調達、世論統制が必要と

なった。そのため国家は社会へ直接介入し、国民を労働力・兵力・支持基盤として

組織した。総力戦は国家と社会の距離を大きく縮めた。 
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◆ 問 4 

総力戦は女性や労働者の社会的地位にどのような影響を与えたか説明せよ。 

【工場 社会進出 発言力】 
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模範解答 

総力戦では男性が大量に前線へ送られたため、女性や労働者が軍需工場や公共部門

で重要な役割を担った。これにより女性の社会参加や労働者の政治的発言力は高ま

ったが、戦後には旧来の秩序へ戻そうとする力もあり、権利拡大と反動が併存した。 

 

別解例① 

戦時下では労働力不足を補うため、女性が工場や交通、事務など多様な職場に進出

した。また労働者は軍需生産を支える存在として重要性を増した。総力戦は社会参

加の拡大を促した一方、その成果は戦後すぐに安定した権利へ結びついたわけでは

なかった。 

 

別解例② 

女性や労働者は、総力戦の中で銃後を支える不可欠な担い手となった。国家が彼ら

の労働を必要としたことで社会的役割は拡大し、参政権や労働運動の進展にもつな

がった。しかしそれは戦争による動員の結果でもあり、解放と管理の両面を持って

いた。 
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◆ 問 5 

総力戦が二十世紀世界に与えた影響を論ぜよ。 

【動員 管理 革命】 
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模範解答 

総力戦は、近代国家の動員力を極限まで高め、国民・産業・財政・宣伝を戦争へ集

中させた。第一次世界大戦は帝国主義列強の対立を爆発させ、国家が社会全体を管

理する体制を広げた。同時に、女性や労働者の役割拡大、帝国秩序への不満、戦後

の革命運動や民族運動を促した。総力戦は二十世紀世界を、国家による大規模動員

と社会変革の時代へ押し出した。 

別解例① 

総力戦は、戦争を前線の軍隊だけでなく社会全体の営みに変えた。国家は徴兵、経

済統制、宣伝、配給を通じて国民生活を組織し、戦争遂行能力そのものが国家の総

合力で測られるようになった。その結果、国民国家の力は強まったが、犠牲の大き

さは社会不安や革命、植民地民族運動を生み、戦後世界の再編を促した。 

別解例② 

第一次世界大戦に代表される総力戦は、近代的統合の到達点であると同時に、その

矛盾の爆発でもあった。国民は国家防衛の名の下に動員され、産業は軍需へ向けら

れ、世論も統制された。しかし戦争の負担は労働者や植民地にも及び、社会主義革

命や民族自決の要求を強めた。総力戦は二十世紀の革命と国際秩序再編の出発点と

なった。 
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 ၧၨၩ 一文要約 

総力戦は、近代国家が国民・産業・社会全体を戦争へ動員する時代を開いた。 

 ઇઈઉઊઋ 派生問い 

 総力戦は国民国家の完成形なのか、それとも破綻の始まりなのか。  

 国家が国民生活を管理することは、戦争が終われば元に戻るのか。  

 総力戦によって女性や労働者の地位は本当に向上したと言えるのか。  

 現代の戦争にも「総力戦」的な性格は残っているだろうか。  

 ൚൛൜൝൞ൟൠൡൣൢ 教科書ナビ 

 第一次世界大戦：「三国同盟・三国協商」「サラエボ事件」「塹壕戦」「新兵

器」の節を見て、戦争がなぜ⾧期化・大規模化したかを確認する。  

 総力戦体制：「戦時経済」「国家統制」「女性労働」「宣伝」の記述を読み、

国家が社会全体をどう動員したかを整理する。  

 戦後への影響：「ロシア革命」「十四か条」「民族自決」「ヴェルサイユ体制」

の項目を見て、総力戦が戦後秩序をどう揺さぶったかを押さえる。 
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 ൐൑൒൓ 第 21 章 革命と社会主義 

 

 ᇤᇥᇦᇧᇨ 中心問い 

なぜ資本主義と帝国主義の矛盾は、革命思想と社会主義国家を生んだのか。 

 

◆ 問 1 

社会主義とは何か説明せよ。 

【管理 平等 社会】 
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模範解答 

社会主義とは、資本主義の下で生じる貧富の差や労働者の搾取を批判し、生産手段

を社会全体で管理することで平等な社会を実現しようとする思想である。産業革命

後の階級格差や労働問題を背景に広がった。 

 

別解例① 

社会主義は、資本家が生産手段を所有し労働者が賃金で働く仕組みによって不平等

が生じると考え、それを克服しようとする思想である。労働者の権利や社会的平等

を重視する点に特徴がある。 

 

別解例② 

資本主義社会では生産力が高まる一方、富が一部に集中し労働者が不安定な生活を

強いられる。社会主義はこの矛盾を批判し、経済を私的利益でなく社会全体のため

に組織しようとした。 
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◆ 問 2 

ロシア革命は、第一次世界大戦とどのように関係していたか説明せよ。 

【専制 不満 戦争への反発】 
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模範解答 

ロシアでは、専制政治と農民・労働者の不満がもともと強かった。第一次世界大戦

による兵士の犠牲、物資不足、経済混乱がその不満を爆発させ、帝政への信頼は失

われた。戦争の負担が革命を加速し、社会主義政権成立の条件となった。 

 

別解例① 

第一次世界大戦はロシア社会の矛盾を一気に深めた。⾧期戦によって食料不足や物

価上昇が起こり、前線の兵士も疲弊した。専制政治への不満と戦争継続への反発が

結びつき、革命運動は急速に広がった。 

 

別解例② 

ロシア革命は戦争だけで起きたのではないが、第一次世界大戦は帝政の弱さを露呈

させた。兵士・労働者・農民の不満が高まり、戦争を終わらせることを求める声が

革命勢力への支持につながった。 
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◆ 問 3 

ボリシェヴィキは、どのような社会を目指したか説明せよ。 

【労働者・農民 生産手段 管理】 
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模範解答 

ボリシェヴィキは、労働者と農民を基盤に、資本家や地主による支配を廃し、生産

手段を社会的に管理する社会を目指した。戦争からの離脱、土地の再分配、労働者

権力を掲げ、資本主義に代わる社会主義国家の建設を進めようとした。 

 

別解例① 

ボリシェヴィキは、帝政と資本主義的支配を打倒し、労働者・農民を中心とする新

しい国家を作ろうとした。土地、工場、銀行などを私的所有から切り離し、国家や

社会が管理する体制を目指した。 

 

別解例② 

彼らは、戦争と貧困を生み出す旧体制を否定し、労働者階級が政治を担う社会を構

想した。地主制や資本家支配を解体し、社会全体の利益に基づいて生産と分配を行

う体制を作ろうとした。 
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◆ 問 4 

社会主義国家の成立は、世界秩序にどのような影響を与えたか説明せよ。 

【労働運動 植民地 新たな対立】 
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模範解答 

社会主義国家の成立は、資本主義を前提とする近代世界に別の統合原理を提示した。

労働者や植民地の人々に影響を与え、各国で社会主義運動や労働運動が広がった。

一方で、資本主義諸国との対立も生み、二十世紀の国際秩序を大きく揺さぶった。 

 

別解例① 

ロシア革命後に社会主義国家が成立したことで、資本主義以外の国家モデルが現実

に現れた。これは労働者運動や植民地解放運動を刺激し、同時に資本主義諸国に警

戒感を与えた。世界は体制の違いをめぐる対立を抱えるようになった。 

 

別解例② 

社会主義国家は、生産と社会を国家的に計画し、平等を掲げる新しい政治経済モデ

ルを示した。その存在は、資本主義世界に改革を迫る圧力となる一方、思想と体制

をめぐる国際対立を深めた。 
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◆ 問 5 

革命と社会主義は、近代世界の矛盾にどのように応答したのか論ぜよ。 

【資本主義 格差 労働者・農民 平等 対立軸】 
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模範解答 

革命と社会主義は、産業資本主義が生んだ階級格差、帝国主義戦争の負担、専制政

治への不満に対する応答として現れた。ロシア革命では、戦争によって深まった社

会不安を背景に、労働者と農民を基盤とする新しい国家が成立した。社会主義は、

資本主義に代わる平等な社会を目指す統合原理を提示したが、同時に国家統制や体

制対立という新たな問題も生み出した。 

 

別解例① 

近代世界は自由や生産力の拡大をもたらしたが、その一方で労働者の貧困、戦争の

犠牲、植民地支配を伴っていた。社会主義はこうした矛盾を批判し、生産手段の社

会的管理によって平等な社会を作ろうとした。ロシア革命はその思想を国家として

実現しようとした試みであり、二十世紀世界に資本主義と社会主義の対立軸を生み

出した。 

 

別解例② 

社会主義革命は、近代的統合から排除された労働者や農民の不満を背景に生まれた。

第一次世界大戦はその矛盾を爆発させ、ロシアでは旧体制が崩壊した。社会主義は、

資本と市場ではなく国家や共同体によって生産を組織する道を示したが、それは新

しい統合の試みであると同時に、強い国家管理を伴う体制でもあった。 
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 ၧၨၩ 一文要約 

社会主義革命は、資本主義と帝国主義が生んだ矛盾への応答として現れた。 

 ઇઈઉઊઋ 派生問い 

 社会主義は、近代の自由や平等を否定したのか、それとも徹底しようとし

たのか。  

 革命は、抑圧された人々の解放なのか、それとも新たな国家統制の始まり

なのか。  

 資本主義と社会主義は、どちらも近代的統合の一形態といえるだろうか。  

 戦争がなければ、ロシア革命は同じ形で起きただろうか。  

 ൚൛൜൝൞ൟൠൡൣൢ 教科書ナビ 

 社会主義思想：「マルクス」「資本主義批判」「労働運動」の節を見て、社会

主義がどのような問題意識から生まれたかを確認する。  

 ロシア革命：「二月革命」「十月革命」「ボリシェヴィキ」「ソヴィエト」の

記述を読み、戦争・食料不足・労働者運動がどう結びついたかを整理する。  

 社会主義国家：「ソ連の成立」「計画経済」「一党支配」の項目を見て、社会

主義が国家制度としてどのように形づくられたかを押さえる。 
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 ൐൑൒൓ 第 22 章 第二次世界大戦と全体主義 

 

 ᇤᇥᇦᇧᇨ 中心問い 

近代国家の動員力は、なぜ全体主義と世界戦争へ向かい得たのか。 

 

◆ 問 1 

全体主義とは何か説明せよ。 

【介入 統制 国家 大衆】 
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模範解答 

全体主義とは、国家や党が政治だけでなく経済・思想・教育・文化まで統制し、個

人を国家目的へ従属させようとする体制である。宣伝・警察・教育・大衆動員を通

じて社会全体を一つの方向へ組織する点に特徴がある。 

 

別解例① 

全体主義は、国家権力が社会全体へ深く介入し、言論や思想の自由を抑えながら、

国民を特定の政治目的へ動員する体制である。個人の自律よりも国家や党の目的が

優先される。 

 

別解例② 

国家や党が国民生活の広い領域を管理し、反対者を排除しながら、社会を一つの理

念や指導者の下に統合しようとする体制を全体主義という。大衆政治と国家統制が

結びついた点に特徴がある。 
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◆ 問 2 

第一次世界大戦後の不安定さと世界恐慌は、全体主義の台頭とどのように関係した

か説明せよ。 

【体制不信 失業・貧困 秩序回復】 
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模範解答 

第一次世界大戦後の敗戦・賠償・領土問題は社会不安を高め、既存の政治体制への

不信を生んだ。さらに世界恐慌による失業と生活不安が広がると、人々は強い指導

者や国家統制による秩序回復を求めた。全体主義は、危機の中で不満と不安を動員

して支持を拡大した。 

 

別解例① 

戦後秩序は多くの国に不満を残し、経済危機は失業と貧困を深刻化させた。議会政

治が有効な解決を示せないと見なされる中で、国民的統合や敵の排除を訴える運動

が支持を集めた。全体主義は、危機に対する急進的な秩序回復策として現れた。 

 

別解例② 

第一次世界大戦後の社会は、敗戦国の屈辱や民族問題、経済的混乱を抱えていた。

世界恐慌はその不安をさらに広げ、民主政治への不信を強めた。こうした状況で、

国家による強力な統制と大衆動員を掲げる全体主義が台頭した。 
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◆ 問 3 

ファシズムやナチズムは、国民国家と大衆政治をどのように利用したか説明せよ。 

【民族意識 教育 忠誠 従属】 
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模範解答 

ファシズムやナチズムは、国民的一体感や民族意識を利用して大衆を動員し、議会

政治や自由主義を弱いものとして批判した。宣伝や集会、教育を通じて指導者への

忠誠を高め、国家や民族の再生を掲げて個人を集団目的に従属させた。 

 

別解例① 

これらの運動は、国民国家の枠組みを利用しながら、国民を自由な市民ではなく国

家や民族のために動く集団として組織した。大衆宣伝や敵の設定によって不満を吸

収し、強い指導者の下で政治を一体化しようとした。 

 

別解例② 

ファシズムやナチズムは、大衆参加の時代に現れた運動であり、選挙・宣伝・集会

を利用して支持を広げた。しかしその目的は多様な意見の尊重ではなく、国民を一

つの意志へまとめ、反対者や少数者を排除することにあった。 
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◆ 問 4 

第二次世界大戦は、総力戦をどのように徹底させたか説明せよ。 

【資源 技術 爆撃 銃後 国民生活】 
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模範解答 

第二次世界大戦では、国家は軍隊だけでなく産業・科学技術・情報宣伝・植民地資

源を全面的に動員した。航空機や戦車、爆撃、原子爆弾などにより戦場と銃後の境

界はさらに曖昧になり、民間人も大規模な被害を受けた。総力戦は社会全体を巻き

込む形で徹底された。 

 

別解例① 

第二次世界大戦では、軍事力だけでなく工業生産力、資源動員、科学技術、世論統

制が勝敗を左右した。空襲や大量破壊兵器の使用により、戦争は前線の兵士だけの

ものではなくなった。国民生活そのものが戦争遂行体制へ組み込まれた。 

 

別解例② 

各国は兵士・労働力・資源・技術を総動員し、国家の総合力を戦争へ集中させた。

都市爆撃や占領地支配、強制労働などにより、民間社会も戦争の対象となった。第

二次世界大戦は、第一次大戦で始まった総力戦をさらに拡大した。 
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◆ 問 5 

全体主義と第二次世界大戦が二十世紀世界に与えた影響を論ぜよ。 

【抑圧 侵略 排除 人権意識 協調 冷戦】 
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模範解答 

全体主義は、近代国家の大衆動員力と統制力が極端化した形であり、世界恐慌や戦

後不安の中で台頭した。ファシズムやナチズムは国民的一体感を利用し、反対者や

少数者を排除しながら侵略戦争を進めた。第二次世界大戦では、総力戦がさらに徹

底され、民間人も大規模に被害を受けた。その結果、戦後世界では人権、国際協調、

植民地支配の見直しが強く意識され、新たな国際秩序の形成が求められるようにな

った。 

 

別解例① 

全体主義は、危機に直面した社会を強い国家と指導者の下へ統合しようとしたが、

その統合は自由や多様性を抑圧し、外部への侵略と内部の排除を伴った。第二次世

界大戦はその帰結として、国家の軍事・経済・科学技術を総動員する破壊的戦争と

なった。戦後には、国際連合や人権意識が重視される一方、世界は米ソ対立を軸と

する新たな秩序へ再編された。 

 

別解例② 

第二次世界大戦は、近代的統合の危うさを明らかにした。国民国家、大衆政治、宣

伝、科学技術、軍事力が結びつくと、社会全体を戦争と排除へ向けて動員し得るこ

とが示されたからである。全体主義はその極端な形であった。戦後世界は、この経

験を踏まえて平和と人権を掲げたが、同時に冷戦という新たな対立構造の中へ入っ

ていった。 

 

 

 

 

 



36 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ၧၨၩ 一文要約 

全体主義と第二次世界大戦は、近代国家の動員力が極端化した危険を示した。 

 ઇઈઉઊઋ 派生問い 

 全体主義は、近代国家の例外なのか、それとも一つの可能性なのか。  

 大衆政治は、民主主義と全体主義のどちらにも向かい得るのか。  

 国家による統制は、危機の時代にはどこまで許されるのか。  

 第二次世界大戦後に「人権」や「国際協調」が重視されたのはなぜか。  

 ൚൛൜൝൞ൟൠൡൣൢ 教科書ナビ 

 戦間期の不安定さ：「ヴェルサイユ体制」「世界恐慌」「ファシズムの台頭」

の節を見て、全体主義が広がった背景を整理する。  

 全体主義体制：「ムッソリーニ」「ヒトラー」「ナチズム」「スターリン体制」

などの項目を確認し、国家・党・宣伝・警察が社会をどう統制したかを見

る。  

 第二次世界大戦：「ドイツの侵略」「太平洋戦争」「独ソ戦」「ホロコースト」

「原爆投下」などの記述を読み、総力戦がどのように徹底されたかを押さ

える。  

 戦後への接続：「国際連合」「人権宣言」「冷戦の始まり」の項目を見て、戦

争経験が戦後秩序をどう形づくったかを確認する。 
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 ൐൑൒൓ 第 23 章 冷戦構造と二極秩序 

 

 ᇤᇥᇦᇧᇨ 中心問い 

なぜ第二次世界大戦後の世界は、二つの陣営に分かれて再編されたのか。 

 

◆ 問 1 

冷戦とは何か説明せよ。 

【資本主義 社会主義 直接戦争】 
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模範解答 

冷戦とは、第二次世界大戦後、アメリカを中心とする資本主義陣営と、ソ連を中心

とする社会主義陣営が、直接全面戦争を避けながら、軍事・経済・思想・外交の面

で対立した国際秩序である。核兵器の存在により、対立は抑止と緊張を伴う形で続

いた。 

 

別解例① 

冷戦とは、米ソ両大国が異なる政治経済体制を掲げ、同盟・軍備・援助・宣伝を通

じて勢力圏を広げようとした対立である。直接戦争ではなく、代理戦争や軍拡競争

を通じて世界全体を巻き込んだ点に特徴がある。 

 

別解例② 

第二次世界大戦後、世界は資本主義と社会主義という二つの体制を軸に分かれた。

米ソは核戦争を避けつつ、軍事同盟、経済支援、地域紛争への介入を通じて対抗し

た。この持続的な緊張関係を冷戦という。 
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◆ 問 2 

第二次世界大戦後、米ソ対立が生じた理由を説明せよ。 

【ヨーロッパ復興 ドイツ問題 安全保障】 
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模範解答 

米ソはともに第二次世界大戦の戦勝国であったが、資本主義と社会主義という異な

る体制を掲げ、戦後世界の秩序をめぐって対立した。ヨーロッパの復興、東欧の支

配、ドイツ問題、安全保障をめぐる利害が衝突し、相互不信が深まった。 

 

別解例① 

アメリカは自由貿易と資本主義を基盤とする国際秩序を望み、ソ連は自国の安全保

障のため東欧に社会主義圏を形成しようとした。戦後復興と勢力圏をめぐる考え方

の違いが、米ソ対立を生んだ。 

 

別解例② 

第二次世界大戦後、ヨーロッパの旧秩序は弱体化し、米ソが世界秩序を主導する大

国となった。しかし両国は政治制度、経済体制、安全保障観が異なっていたため、

協調よりも対立が強まり、冷戦構造が形成された。 
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◆ 問 3 

核兵器は、冷戦構造にどのような影響を与えたか説明せよ。 

【直接戦争 軍拡 安定】 
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模範解答 

核兵器は、米ソの全面戦争を極めて危険なものにしたため、直接衝突を抑止する働

きを持った。しかし同時に、軍拡競争や核戦争への恐怖を生み、国際関係を緊張さ

せ続けた。核兵器は冷戦を「戦争を避けながら対立する秩序」にした重要な要因で

あった。 

 

別解例① 

核兵器の存在により、米ソは相手を攻撃すれば自国も壊滅的被害を受ける可能性を

抱えた。そのため直接戦争は避けられたが、核開発と軍備競争は激化し、世界は常

に破局の危険を意識することになった。 

 

別解例② 

冷戦期の核兵器は、戦争を抑える力と緊張を高める力の両面を持った。全面戦争を

避ける抑止力となった一方、米ソは核戦力の優位を競い続け、国際秩序は恐怖によ

る安定に支えられることになった。 
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◆ 問 4 

冷戦は、アジア・アフリカ・ラテンアメリカの地域紛争にどのような影響を与えた

か説明せよ。 

【米ソ対立 援助 代理戦争】 
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模範解答 

冷戦下では、アジア・アフリカ・ラテンアメリカの地域紛争が米ソ対立の一部とし

て位置づけられることが多かった。各陣営は軍事支援や経済援助を通じて影響力を

広げようとし、朝鮮戦争やベトナム戦争のように、地域の内戦や独立運動が代理戦

争化する場合もあった。 

 

別解例① 

冷戦は、地域ごとの対立を米ソ陣営の争いに結びつけた。独立後の国家や内戦を抱

える地域は、援助や軍事支援を受ける一方で、大国の対立に巻き込まれた。地域紛

争はしばしば世界規模の体制対立の舞台となった。 

 

別解例② 

米ソは直接戦争を避けたが、周辺地域では自陣営に近い政権や勢力を支援した。そ

のため、民族独立、内戦、革命運動などの地域問題は、冷戦構造の中で拡大・⾧期

化することがあった。 
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◆ 問 5 

冷戦構造が戦後世界に与えた影響を論ぜよ。 

【資本主義 社会主義 核兵器 代理戦争 分断】 
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模範解答 

冷戦構造は、第二次世界大戦後の世界を、アメリカ中心の資本主義陣営とソ連中心

の社会主義陣営へ再編した。両陣営は軍事同盟、経済援助、思想宣伝を通じて勢力

を広げ、核兵器による抑止の下で直接全面戦争を避けながら対立した。一方で、朝

鮮戦争やベトナム戦争のように地域紛争は代理戦争化し、脱植民地化後の新興国も

大国間対立に巻き込まれた。冷戦は戦後世界を安定させる枠組みであると同時に、

緊張と分断を固定する秩序でもあった。 

 

別解例① 

冷戦は、戦後世界に二極秩序を作り出した。米ソは資本主義と社会主義という異な

る体制を掲げ、軍事・経済・外交の面で対抗した。核兵器は全面戦争を抑止したが、

軍拡競争と恐怖を生んだ。また、アジアやアフリカの紛争は冷戦の文脈に組み込ま

れ、独立後の国家形成にも影響を与えた。冷戦は、戦争後の平和を支えると同時に、

世界を二つに分断する構造であった。 

 

別解例② 

第二次世界大戦後、欧米中心の旧秩序が弱まる中で、米ソが新たな世界秩序の中心

となった。冷戦は、思想や経済体制の違いを国際政治の軸にし、同盟や援助を通じ

て世界各地を陣営に組み込んだ。直接戦争は核抑止によって避けられたが、代理戦

争や軍事介入は各地で起こった。冷戦構造は、戦後世界を一つにまとめるのではな

く、二つの統合原理に分けて組織したのである。 
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 ၧၨၩ 一文要約 

冷戦は、戦後世界を資本主義陣営と社会主義陣営へ分けた二極秩序であった。 

 ઇઈઉઊઋ 派生問い 

 冷戦は「戦争を防いだ秩序」なのか、それとも「別の形の戦争」なのか。  

 核兵器による抑止は、安定と言えるのか、それとも恐怖による均衡なのか。  

 冷戦下の小国や新興国は、どこまで自立的に行動できたのか。  

 冷戦は、第二分冊で見た「文明圏の並存」とどこが似ており、どこが異な

るか。  

 ൚൛൜൝൞ൟൠൡൣൢ 教科書ナビ 

 冷戦の始まり：「トルーマン＝ドクトリン」「マーシャル＝プラン」「コミン

フォルム」「ベルリン封鎖」などの記述を見て、米ソ対立がどのように制度

化されたかを確認する。  

 軍事同盟と核兵器：「NATO」「ワルシャワ条約機構」「核軍拡」「キューバ

危機」の項目を読み、軍事的緊張と抑止の関係を整理する。  

 代理戦争：「朝鮮戦争」「ベトナム戦争」「アフガニスタン侵攻」などを見

て、地域紛争が冷戦構造にどう組み込まれたかを押さえる。  

 経済と体制：「資本主義陣営」「社会主義陣営」「計画経済」「西側の復興」

の節を見て、体制の違いが国際秩序をどう分けたかを確認する。 
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 ൐൑൒൓ 第 24 章 脱植民地化と第三世界 

 

 ᇤᇥᇦᇧᇨ 中心問い 

植民地支配を受けた地域は、どのように自立を求め、その後どのような課題に直面

したのか。 

 

◆ 問 1 

脱植民地化とは何か説明せよ。 

【宗主国 民族自決 アジア・アフリカ】 
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模範解答 

脱植民地化とは、植民地支配を受けていた地域が、宗主国の支配から離れて政治的

独立を達成していく過程である。第二次世界大戦後、帝国主義列強が弱体化し、民

族自決の理念が広がる中で、アジア・アフリカを中心に独立運動が進展した。 

 

別解例① 

脱植民地化とは、欧米列強によって支配されていた地域が、民族運動や国際環境の

変化を背景に独立国家となっていく動きである。単なる政権交代ではなく、植民地

秩序そのものを問い直す世界史的変化であった。 

 

別解例② 

植民地とされた地域が、宗主国の政治的・経済的支配から離れ、自らの国家形成を

進めようとする過程を脱植民地化という。第二次世界大戦後には、アジアやアフリ

カでこの動きが急速に広がった。 
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◆ 問 2 

第二次世界大戦後に脱植民地化が進んだ理由を説明せよ。 

【弱体化 動員 独立要求 反植民地主義】 
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模範解答 

第二次世界大戦によってヨーロッパの宗主国は大きく弱体化し、植民地支配を維持

する力を失った。また、戦争中に動員された植民地の人々の間で独立要求が高まり、

民族自決の理念も広がった。さらに米ソ冷戦の中で、植民地支配を正当化しにくく

なったことも脱植民地化を促した。 

 

別解例① 

戦争は帝国主義列強の威信と経済力を低下させた。一方で、植民地の人々は戦争協

力を通じて政治意識を高め、独立を求めるようになった。国際的にも民族自決や反

植民地主義が重視され、宗主国は従来の支配を続けにくくなった。 

 

別解例② 

第二次世界大戦後、ヨーロッパ諸国は植民地を直接支配する余力を失い、植民地側

では民族運動が強まった。加えて、国際連合や冷戦下の米ソ対立も、植民地支配を

時代遅れのものとして見せたため、独立の流れが加速した。 
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◆ 問 3 

第三世界とは何か説明せよ。 

【資本主義 社会主義 非同盟】 
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模範解答 

第三世界とは、冷戦下でアメリカ中心の資本主義陣営にも、ソ連中心の社会主義陣

営にも単純には属さず、独自の自立と発展を求めたアジア・アフリカ・ラテンアメ

リカの新興国を指す。植民地支配からの独立後、非同盟や開発を掲げた点に特徴が

ある。 

 

別解例① 

第三世界とは、冷戦の二極秩序の中で、米ソいずれかの陣営に完全に従うのではな

く、自主的な国家形成を目指した新興独立国の総称である。多くは旧植民地地域で

あり、政治的独立と経済的発展を大きな課題とした。 

 

別解例② 

冷戦期の世界では、資本主義陣営と社会主義陣営のほかに、独立したばかりのアジ

ア・アフリカ諸国が第三の立場を模索した。これらの国々は第三世界と呼ばれ、非

同盟や反植民地主義を掲げた。 
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◆ 問 4 

脱植民地化後の新興国は、どのような課題に直面したか説明せよ。 

【経済依存 国境 民族対立 米ソ援助】 
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模範解答 

脱植民地化後の新興国は、政治的独立を達成しても、植民地時代に形成された経済

依存や人工的国境、民族・宗教対立、行政基盤の弱さなどの課題を抱えた。また冷

戦下では米ソ両陣営の援助や介入を受け、国内政治が大国間対立に左右されること

もあった。 

 

別解例① 

独立後の国家は、自国の政府を持つようになったが、経済は旧宗主国への原料供給

や単一作物輸出に依存している場合が多かった。さらに植民地時代の国境が民族分

布と一致しないこともあり、内戦や政情不安の原因となった。 

 

別解例② 

新興国は、政治的には独立したものの、経済的自立、国民統合、国境問題、開発の

遅れに苦しんだ。冷戦下では、米ソの援助や軍事介入が国内対立を複雑化させ、独

立後の国家建設を難しくした。 
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◆ 問 5 

脱植民地化と第三世界の成立が、戦後世界に与えた影響を論ぜよ。 

【国際秩序 非同盟 依存 国境 冷戦】 
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模範解答 

脱植民地化は、帝国主義によって支配されていた地域が政治的独立を達成し、戦後

世界の国際秩序を大きく変えた。アジア・アフリカの新興国は、冷戦の二極秩序に

単純に従うのではなく、第三世界として非同盟や反植民地主義を掲げた。しかし独

立後も、植民地時代の経済依存、人工的国境、民族対立、冷戦への巻き込まれとい

った課題が残った。脱植民地化は、支配からの解放であると同時に、新しい国家形

成の困難を伴う過程であった。 

 

別解例① 

第二次世界大戦後の脱植民地化によって、世界は欧米列強が植民地を支配する秩序

から、多数の独立国家が並び立つ秩序へ変化した。新興国は第三世界として、米ソ

両陣営に対して自主的な立場を取ろうとしたが、経済的従属や冷戦介入から完全に

自由ではなかった。したがって脱植民地化は、帝国主義の終わりを示す一方で、そ

の遺産が戦後世界に残り続けることも明らかにした。 

 

別解例② 

脱植民地化は、植民地の人々が自らの国家と政治的主体性を回復しようとする動き

であり、戦後世界の国際関係を大きく広げた。第三世界の成立は、冷戦の二極構造

に対する第三の選択肢を示した。しかし新興国は、国境、民族、経済発展、大国の

介入といった問題に直面し、独立後も不安定な国家建設を迫られた。戦後世界は、

脱植民地化によってより多極的になったが、同時に帝国主義の残した構造にも向き

合うことになった。 
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 ၧၨၩ 一文要約 

脱植民地化は、旧植民地が政治的独立を達成しつつ、経済依存や冷戦介入という

新たな課題に直面する過程であった。 

 ઇઈઉઊઋ 派生問い 

 政治的独立と経済的自立は、同じことだと言えるだろうか。  

 植民地時代に引かれた国境は、独立後の国家にどのような影響を与えたの

か。  

 第三世界は、冷戦の二極秩序から本当に自由であり得たのか。  

 脱植民地化は、帝国主義の終わりなのか、それとも形を変えた継続を含む

のか。  

 ൚൛൜൝൞ൟൠൡൣൢ 教科書ナビ 

 アジアの独立：「インド独立」「インド・パキスタン分離独立」「インドネシ

ア独立」「ベトナム独立運動」などを見て、独立の過程が地域によって異な

ったことを確認する。  

 アフリカの独立：「アフリカの年」「アルジェリア独立戦争」「ガーナ独立」

などの記述を読み、宗主国との関係や独立運動の特徴を整理する。  

 第三世界と非同盟：「アジア・アフリカ会議」「非同盟運動」「ネルー」「ナ

セル」「チトー」などを見て、米ソ二極秩序に対する第三の立場を押さえ

る。  
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 ൐൑൒൓ 第 25 章 グローバル化と現代世界 

 ᇤᇥᇦᇧᇨ 中心問い 

冷戦後の世界は、本当に一つになったのか。 

 

◆ 問 1 

グローバル化とは何か説明せよ。 

【経済 資本 情報 結びつき】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



60 

 

模範解答 

グローバル化とは、商品・資本・情報・人の移動が国境を越えて拡大し、世界各地

の社会や経済が相互に強く結びついていく過程である。冷戦後には市場経済の広が

り、情報技術の発展、多国籍企業の活動によって、この結びつきが一層深まった。 

 

別解例① 

グローバル化とは、国家の枠を越えて経済・情報・文化・人の交流が広がり、地域

ごとの出来事が世界全体に影響を及ぼすようになる現象である。世界は一つの市場

や情報空間として結びつきを強めた。 

 

別解例② 

貿易、金融、通信、移民、企業活動などが国境を越えて拡大し、各地域が互いに依

存し合うようになることをグローバル化という。国家はなお重要であるが、世界経

済や情報の流れは国家の枠を越えて動くようになった。 
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◆ 問 2 

冷戦の終結は、グローバル化にどのような影響を与えたか説明せよ。 

【市場経済 旧社会主義国 相互依存】 
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模範解答 

冷戦の終結によって、資本主義陣営と社会主義陣営の二極的な分断は弱まり、市場

経済を中心とする世界的結びつきが拡大した。東欧や旧社会主義圏も国際市場へ組

み込まれ、貿易・投資・金融の流れが広がったことで、グローバル化は加速した。 

 

別解例① 

冷戦が終わると、世界は米ソ二大陣営の対立によって分けられる構造から、市場経

済を軸に広く結びつく構造へ移った。旧社会主義圏の開放や国際投資の拡大により、

経済の相互依存が深まった。 

 

別解例② 

冷戦期には、世界は体制の違いによって分断されていた。しかし冷戦終結後、その

分断が弱まり、多くの地域が資本・商品・情報の世界的流れに組み込まれた。これ

により、グローバルな市場と情報空間が拡大した。 
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◆ 問 3 

情報革命は、現代世界のつながりをどのように変えたか説明せよ。 

【金融取引 即時 世界的影響】 
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模範解答 

情報革命は、インターネットやデジタル技術によって情報の伝達速度を飛躍的に高

め、世界中の人々や企業を即時に結びつけた。これにより金融取引、物流管理、文

化交流、政治運動は国境を越えて展開しやすくなり、現代世界の相互依存は深まっ

た。 

 

別解例① 

通信技術の発達により、情報は地理的距離に大きく妨げられずに移動するようにな

った。企業活動や金融市場は世界規模で連動し、個人もまた情報発信や交流を通じ

て国境を越えた関係を持つようになった。 

 

別解例② 

情報革命は、世界を単に物の移動によってではなく、情報の即時的な流れによって

結びつけた。ニュース、金融、文化、政治運動が瞬時に広がるようになり、地域の

出来事が世界的影響を持ちやすくなった。 
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◆ 問 4 

グローバル化は、格差や環境問題とどのように関係しているか説明せよ。 

【成⾧ 利益分配 世界的課題】 
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模範解答 

グローバル化は、貿易や投資を拡大し経済成⾧の機会を広げた一方で、利益が均等

に分配されるわけではなく、国家間・地域間・階層間の格差を深める場合もあった。

また生産と消費が世界規模で拡大したことで、資源消費や環境破壊、気候変動の問

題も国境を越える課題となった。 

 

別解例① 

世界経済の結びつきは、多くの地域に発展の機会をもたらしたが、競争に弱い地域

や労働者は不安定な立場に置かれた。さらに、生産拠点や消費市場が世界化したこ

とで、環境負荷も一国では解決できない問題となった。 

 

別解例② 

グローバル化によって資本や企業は有利な地域へ移動しやすくなり、成⾧する地域

と取り残される地域の差が広がることがあった。また地球規模の生産・消費活動は、

環境問題を世界共通の課題として浮かび上がらせた。 
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◆ 問 5 

グローバル化と現代世界の構造について、これまでの世界史の流れを踏まえて論ぜ

よ。 

【結びつき 課題 分断】 
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模範解答 

グローバル化は、商品・資本・情報・人の移動を拡大し、世界各地を強く結びつけ

た。これは第三分冊で見た世界市場の萌芽が、冷戦終結と情報革命によってさらに

深まった姿である。しかし世界が一つにつながるほど、格差、環境問題、移民、地

域紛争なども国境を越える課題となった。現代世界は、一体化が進む一方で、新た

な分断や不安定さも抱える構造を持っている。 

 

別解例① 

現代のグローバル化は、近世の銀流通や海洋交易、近代の帝国主義、冷戦後の市場

拡大の延⾧にある。世界は物流・金融・情報によって密接に結びついたが、その結

びつきは必ずしも平等ではない。多国籍企業や金融市場が世界を動かす一方、格差

や環境破壊は深刻化した。したがって現代世界は、統合の完成ではなく、統合と矛

盾がさらに広がった段階として理解できる。 

 

別解例② 

グローバル化は、世界を国境を越える市場と情報空間へ組み込んだ。これにより、

地域ごとの社会や経済は互いに深く依存するようになった。しかし、つながりの強

化は同時に、経済危機の波及、環境問題、移民をめぐる対立、地域格差などを生み

出した。世界史全体から見れば、現代は統合原理が地球規模に広がる一方、その矛

盾もまた地球規模で現れる時代である。 
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 ၧၨၩ 一文要約 

グローバル化は世界を強く結びつけたが、同時に格差・環境・移民など地球規模

の矛盾も浮かび上がらせた。 

 ઇઈઉઊઋ 派生問い 

 世界がつながることは、必ず人々を豊かにするのか。 

 グローバル化は国家の力を弱めたのか、それとも別の形で国家の役割を強

めたのか。 

 情報技術は人々を自由にしたのか、それとも新たな管理や分断を生んだの

か。 

 現代の環境問題や格差は、近代以降の世界史とどのようにつながっている

のか。 

 ൚൛൜൝൞ൟൠൡൣൢ 教科書ナビ 

 冷戦終結後の世界：「ソ連解体」「東欧革命」「市場経済化」の節を見て、二

極秩序の崩壊後に世界経済がどう変化したかを確認する。 

 グローバル経済：「多国籍企業」「自由貿易」「金融の国際化」「地域統合」

などの項目を読み、国境を越える経済活動の広がりを整理する。 

 情報革命：「インターネット」「情報通信技術」「デジタル化」の記述を見

て、情報の流れが世界をどう結びつけたかを押さえる。 

 現代的課題：「南北問題」「環境問題」「移民・難民」「地域紛争」などを見

て、世界の一体化が新たな問題とどう結びついたかを確認する。 
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第五分冊まとめ 

本分冊では、近代が抱え込んだ矛盾が、二十世紀以降の世界をどのように動かし

たのかを見てきました。 

近代国家は、国民を統合し、産業を発展させ、帝国主義によって世界を結びつけ

ました。しかしその結びつきは、対等なものではありませんでした。階級格差、民

族問題、植民地支配、国家間競争は、二十世紀に入ると大規模な戦争と革命として

噴き出します。 

第一次世界大戦は、国家が社会全体を戦争へ動員する総力戦となりました。ロシ

ア革命は、資本主義と帝国主義への不満に対して、社会主義という別の道を示しま

した。 

 第二次世界大戦では、全体主義と総力戦が結びつき、近代国家の動員力が極端化

した危険が明らかになりました。 

 戦後世界は冷戦によって二つの陣営へ分かれ、同時にアジア・アフリカの旧植民

地は独立を求めて脱植民地化を進めます。 

 冷戦後には、グローバル化によって世界の結びつきがさらに深まったが、格差・

環境・移民・地域紛争などの問題も地球規模で現れるようになりました。 

この流れを整理すると、次のようになります。 

 

① 総力戦の時代 

第一次世界大戦では、軍隊だけでなく、国民・産業・財政・科学技術・情報宣伝

が戦争に動員された。戦争は前線の兵士だけのものではなくなり、社会全体を巻き

込むものとなった。総力戦は、国民国家の動員力を極限まで高めた。 

 

② 革命と社会主義 

産業資本主義が生んだ格差、労働問題、帝国主義戦争への不満は、革命思想を強

めた。ロシア革命では、戦争と貧困への不満を背景に社会主義国家が成立した。社
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会主義は、資本主義に代わる平等な社会を目指したが、同時に強い国家統制や体制

対立も生み出した。 

 

③ 第二次世界大戦と全体主義 

第一次世界大戦後の不安定さと世界恐慌は、全体主義の台頭を促した。ファシズ

ムやナチズムは、大衆の不安を動員し、国家や民族の名の下に個人を統制した。第

二次世界大戦では、総力戦がさらに徹底され、民間人も大規模な被害を受けた。こ

の経験は、戦後の人権意識や国際協調の必要性を強く意識させた。 

 

④ 冷戦構造と二極秩序 

第二次世界大戦後、世界はアメリカ中心の資本主義陣営と、ソ連中心の社会主義

陣営へ分かれた。冷戦は、核兵器によって全面戦争を避けながらも、軍事・経済・

思想・外交の面で対立する秩序であった。朝鮮戦争やベトナム戦争のように、地域

紛争はしばしば米ソ対立の一部として位置づけられた。 

 

⑤ 脱植民地化と第三世界 

第二次世界大戦後、アジア・アフリカの植民地は次々に独立を求めた。新興独立

国は、米ソ二極秩序に単純に従うのではなく、第三世界として非同盟や反植民地主

義を掲げた。しかし独立後も、植民地時代に形成された経済依存、人工的国境、民

族対立、冷戦介入などの課題は残った。 

 

⑥ グローバル化と現代世界 

冷戦後、世界は市場経済、情報技術、金融、物流、多国籍企業によってさらに深

く結びついた。商品・資本・情報・人の移動は国境を越えて拡大し、世界各地の相

互依存は強まった。しかしその一方で、格差、環境問題、移民、地域紛争、経済危

機の波及など、一国だけでは解決できない課題も浮かび上がった。 
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 ၧၨၩ本分冊の一文要約 

二十世紀以降の世界は、近代が生み出した統合と矛盾を、総力戦・革命・冷戦・

脱植民地化・グローバル化を通じて再編してきた。 

 

〇全分冊を通した見取り図 

ここまで、第一分冊から第五分冊までを通じて、世界史を「統合原理の変化」と

して見てきました。 

第一分冊では、農耕、都市、ポリス、帝国、精神的統合原理を通じて、社会がど

のようにまとまりを作り始めたかを見ました。 

 第二分冊では、分権、宗教、交易、文明圏を通じて、帝国の後に世界が複数の秩

序として再編される様子を見ました。 

 第三分冊では、国家の再集権、軍事財政、海洋進出、商業資本、銀の流通を通じ

て、世界が再び大きく結びついていく過程を見ました。 

 第四分冊では、市民革命、産業革命、国民国家、帝国主義を通じて、近代的統合

の成立とその矛盾を見ました。 

 第五分冊では、その矛盾が総力戦、革命、冷戦、脱植民地化、グローバル化とし

て世界規模で再編される過程を見ました。 

この全体を一文でまとめるなら、次のようになります。 

 

世界史とは、人間社会がさまざまな統合原理によってまとまりを作り、その統合

が新たな矛盾を生み、さらに別の秩序へ再編されていく過程である。 

 

学習者へのひとこと 

現代世界は、過去から切り離されたものではありません。国民国家、資本主義、

帝国主義、社会主義、冷戦、グローバル化。これらはすべて、教科書の中の用語で

あると同時に、現在の世界を形づくっている構造でもあります。 
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だから、歴史を学ぶことは、過去の出来事を暗記することだけではありません。

いま私たちが生きている社会が、どのような流れの上に成り立っているのかを考え

ることでもあるのです。 

この教材で大切にしたいのは、ただ一つの正解を覚えることではなく、問いを立

て、構造をつかみ、自分の言葉で説明できるようになることです。 

 なぜ人々はまとまるのか。 

 何によって社会は統合されるのか。 

 統合の外側に置かれる人々は誰か。 

 支配と自由は、どのように結びつき、どのように対立するのか。 

 現代の問題は、歴史のどの流れから生まれているのか。 

こうした問いを持って世界史を見ると、出来事の羅列は、少しずつ大きな流れと

して見えてきます。世界史は、遠い過去の話ではなく、私たちが今いる世界を、よ

り深く、より広く見つめるための道具といえるでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


